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研究成果の概要（和文）：環境空気浮遊粒子中の真菌類の存在実態を把握するため、粒径別分級

採取法、分子マーカーの GC/MS 分析法、リアルタイム濃度測定法などについて検討した結果、

大学室内及び牛舎内空気で平均粒径 1.1μm のステージに多く採取されたこと、室内空気中エ

ルゴステロール濃度が0.067～4.2(平均1.1)ng/m3となり屋外空気中のそれらとほぼ同等であっ

たこと、レーザー照射蛍光測定装置を用いるとリアルタイム測定が可能であることなどを認め

た。 
 
研究成果の概要（英文）：In order to understand the presence situation of the airborne 

particulate fungal species, collection method according to the particle size, GC/MS 

analysis of fungal molecular marker and real time measurement method of the fungal 

particles were studied. As the results, a lot of fungal particles were collected on the 

1.1μm size stage both in university room and in cow house, ergosterol density indoor  

was 0.067-4.2 ng/m3 approximately equal to outdoor them, a laser irradiation fluorometric 

device was found to be useful for the real time measurement of the fungal particles 

indoors. 

 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2008 年度 1,100,000 330,000 1,430,000 

2009 年度 1,300,000 390,000 1,690,000 

2010 年度 900,000 270,000 1,170,000 

年度  

  年度  

総 計 3,300,000 990,000 4,290,000 

 
 
研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：生活科学・生活科学一般 
キーワード：真菌数、空気浮遊粒子、アレルゲン 
 
１．研究開始当初の背景 

空気中には様々な汚染物質が存在してい
るが、その曝露状況や健康影響に関しては不
明な点が多い。しかし、粒子状物質と喘息や
心疾患の関係や喘息患者の約八割が生物由
来のアレルゲン抗体を有していたとの報告
も取り上げられ、化学物質ばかりでなく微生

物対策も重要であり、空気中真菌類の正確な
測定法、真菌類の汚染状況や曝露状況の把握、
環境変化が及ぼす真菌類発生への影響に関
する研究が必要不可欠となっている。 

 
２．研究の目的 

空気中真菌類の正確な測定法を作成しそ
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の存在実態や曝露状況を把握するため、1)一
般環境空気中の真菌類の粒径別分級採取法、
2)真菌類の存在量把握のための分子マーカー
の GC/MS 分析法、3)真菌類の迅速把握のた
めのリアルタイム濃度測定法などについて
検討し各種真菌類の存在状況等を詳細に調
べ真菌類汚染と関連疾病対策に資する基礎
資料を作成することを目的とした。 

 
３．研究の方法 
1)空気中の真菌類の浮遊粒子としての存在
実態について、麻布大学屋外、研究室内及び
牛舎内の浮遊粒子をアンダーセンサンプラ
ーで粒径別に分級採取した。また、採取した
真菌類の種類を調べると共に多環芳香族炭
化水素（今回は Pyrene を用いた）分解能や
自製木酢液(含竹酢液)の真菌類に対する成
長阻害効果を液体培地希釈法やペーパーデ
スク法で調べた。 
 
2)空気中の真菌類の正確な濃度測定手法に
ついて一般 5家庭内の空気浮遊粒子及びその
屋外空気中のそれらをローボリウムエアサ
ンプラーで採取し、真菌細胞に固有の分子マ
ーカーであるエルゴステロールを GC/MSで測
定した。また各採取時に落下細菌(CFU)測定
も行った。 
 
3)各種空間に存在する真菌類を迅速に把握
するための方法としてレーザー照射蛍光測
定装置（UV-APS：TSI 社）を用いる方法を検
討した。UV-APS の測定精度向上について標準
真菌類の装置への導入方法についても検討
を加えた。 
 
４．研究成果 
1)麻布大学屋外、研究室内及び大学牛舎内の
浮遊粒子をアンダーセンサンプラーで粒径
別に分級採取した結果、寒天平板培地をセッ
トしたサンプラー５段目（平均粒径 1.1μm）
に多くの真菌類のコロニーが得られた。分離
培養された５種類の真菌類には多環芳香族
炭化水素（PAH）類の１種のピレンの分解能
があることが示唆された。また、分離培養さ
れた Cladosporium（青カビ）や Fusarium（赤
カビ）などに対する自製木酢液（含竹酢液）
の成長阻害効果はヒノキ木酢液≒竹酢液＞
クヌギ木酢液の順となることなどを認めた。 
 
2)一般 5家庭内の浮遊粒子及び屋外空気中の
それらをローボリウムエアサンプラーで採
取し、エルゴステロールを測定した結果、一
般 5家庭内のエルゴステロール濃度は、0.24
～ 1.6( 平 均 1.1)ng/m3 、 0.4 ～ 2.7( 平 均
1.4)ng/m3、1.1(1 回測定)ng/m3、0.067～
4.2(平均 1.1)ng/m3 となり、屋外空気中濃度
の 0.016～4.19(平均 1.1)ng/m3と比べて、ほ

ぼ同等であることを認めた。また、家庭内空
気中のエルゴステロール濃度の方が屋外の
それよりも変動が大きいことや、同時に測定
した屋外と家庭内比が 0.50～0.96 となり屋
外濃度が高い場合が多いこと、一度だけ 6.5
となり家庭内が高い場合があることなどが
認められた。また、生菌数(CFU)測定では、
55～281CFU/m3となり、4分間のサンプリング
であったためか 24 時間サンプリングのエル
ゴステロール測定結果との相関は良好では
なかった。                        
 
3)真菌類の高感度リアルタイム測定手法開
発に関してレーザー照射蛍光測定装置
（UV-APS：TSI 社）を用いて検討した。測定
精度を確保するための検討も行い標準真菌
類の装置への導入方法では、濃度設定済みの
Penicillium（青カビ）や Cladosporium（黒
カビ）の胞子及び酵母の水懸濁液のミストを
アトマイザーで発生させ、これを 50℃程度に
加熱した金属チューブを介して UV-APS 装置
へ導入すると胞子濃度と蛍光強度（カウント
数）の間に良好な直線関係が得られることな
どを認めた。また、当該ミストの導入空気流
量については、4L/min 程度の流量で良好な直
線関係が得られるが 2.5L/min 以下では得ら
れ難くなることも認められた。 
 
環境空気浮遊粒子中の真菌類の存在実態

を把握するため、粒径別分級採取法、分子マ
ーカーの GC/MS 分析法、リアルタイム濃度測
定法などについて検討した。 
 
その結果、大学室内及び牛舎内空気で平均

粒径 1.1μm のステージに多く採取されたこ
と、室内空気中エルゴステロール濃度が
0.067～4.2(平均 1.1)ng/m3 となり屋外空気
中のそれらとほぼ同等であったこと、レーザ
ー照射蛍光測定装置を用いるとリアルタイ
ム測定が可能であることなどを認めた。 
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